
研究課題 

当院における超低出生体重児の麻酔管理について 

 

概要 

(1)目的:近年在胎週数 22、23 週の児の生存率が向上し、当院でも超低出生体重

児の手術が増加傾向にありますが、今回は特に配慮すべき点の多い 700g 未満

の患児の麻酔管理について検討します。 

(2)対象と方法:2012年 1月から 2015年 11月の間に手術を受けられた超低出生

体重児のうちとくに体重の少ない 700g 未満のお子さんのカルテ記録を後ろ向

きに検討します。対象となることを希望されない方は下記までご連絡くださ

い。なお、診療記録を後ろ向きに分析しますので、診療に影響を与えることは

ありません。またデータは匿名化され、研究発表や論文報告の際に個人を特定

される情報を使用することもありません。 
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